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今期の 1Qは、上海でのロックダウン影響と半導体不足により前期と比べ大幅な減産となりましたが、円安により、

当社グループの売上高は前年同期比 7.1%増、1Q としては過去最高の 444億円となりました。 

利益については、収益改善、固定費削減活動を継続的に推進しましたが、販売物量の減少に加え、材料高の

影響、エネルギー費高騰により減益となりました。 

営業利益は前年同期比 50%減の 16億円、経常利益は円安による為替差益により、前期並みの 38億円、

四半期純利益は前期から若干増加し 29億円となり、1Q として過去最高となりました。 



 
 

 

売上高は主に販売物量の減少による減収影響 17億円はありましたが、円安による 33億円の換算差プラスに

より、前期１Q の 415億円から 29億円の増収となりました。 

  



 
 

 

営業利益は、主に販売価格改定や物流減少、材料価格アップ、減産時の雇用維持に伴う労務影響により、前

期 1Q の 33億円から 17億円の減益となりました。 

  



 
 

 

プレス・樹脂事業では、生産台数減少による物量減少はありましたが、円安影響により、売上高は前年同期比

9.5%増の 310億円、営業利益は 10億円減少し、4億円となりました。 

バルブ事業も同様に物量は減少しましたが、円安影響により、売上高は 1.7%増の 133億円、営業利益は材

料高影響により 6億円減少し、11億円となりました。 

  



 
 

 

日本の売上高は前年同期比 7.6%減の 162億円、営業利益は 10億円減少し、８億円、欧米の売上高は

13％増の 183億円、営業利益は 4億円減少し、1億円、アジアの売上高は 26%増の 98億円、営業利益

は前年同期並みの 7億円となりました。 

  



 
 

 

1Q の実績と顧客の生産計画、半導体不足、コロナ影響、ウクライナ情勢による経済への影響など不透明な外部

環境を踏まえ、業績予想を修正しました。 

通期では売上高の修正はありませんが、営業利益は 125億円から 16%減益の 105億円に見直しています。

経常利益および当期純利益につきましては、為替影響のプラスもあり、3.6%減、5%減とマイナス幅を抑えていま

す。 

想定為替レートは、2Q以降、1 ドル 120円から 130円に変更しています。為替感応度は、1円につき年間 1

億円となっています。 

  



 
 

 

通期の売上高は、販売物量の増加により 111億円、円安により為替換算 103億円、為替差益 14億円の増

収、プレス部材の有償受給化による 97億円の減収により、前期の 1,644億円から 135億円増収し、1,780

億円を予想しています。 

  



 
 

 

通期の営業利益は、物量増加により 27億円、原価改善により 25億円の増加を見込んでいますが、販売価格

や原材料価格などのマイナス影響により、前期より 2億円減少し、105億円を予想しています。 

生産変動による労務費、経費の増加を抑えながら、引き続き収益改善に注力していきます。 

  



 
 

 

プレス・樹脂事業の売上高は前期比 8.1%増の 1,235億円、営業利益が 7億円増加し、57億円と予想して

います。 

バルブ事業の売上高は前期比 8.4%増の 542億円、営業利益は 10億円減少し、48億円と予想していま

す。 

  



 
 

 

日本の売上高は前期比 5.8%減の 648億円、営業利益は 12億円減少し、49億円、欧米の売上高は

15%増の 707億円、営業利益は 7億円増加し、21億円、アジアの売上高は 23%増の 425億円、営業利

益は 1億円増加し、33億円と予想しています。 

  



 
 

 

21年度に続き 22年度も、材料、エネルギーの高騰や生産変動が想定されるため、引き続き収益改善・ロスの

最小化に取り組んでいきます。 

  



 
 

 

6月 1日に社会課題の解決に貢献する新製品として、牛体調モニタリングシステム「CAPSULE SENSE」の販売

を開始しました。 

畜産業界の抱える課題として、1戸当たりの飼養頭数の増加、後継者不足、受胎率の低下による生産性低

下、疾病による経済損失が挙げられます。 

こうした農家さんの課題を解決する新製品として、当社のセンシング技術と AI解析技術を組み合わせて開発した

のが、牛体調モニタリングシステム「CAPSULE SENSE」です。牛の胃の中にカプセルを投入、当社の TPMS の技

術を活用してセンシングデータを収集・分析し、体調変化の兆候を検知します。 

温度と加速度センサーによる高い検知能力を持ち、1台で発情、分娩、疾病、すべてを検知できるところに当社

製品の優位性があります。また、胃の中にとどまるため、体に装着する製品と比べて牛への負担が少なく壊れにくい

ことから、メンテナンス不要であることも特徴です。 

半年間のモニターテストでもご好評をいただいており、今後さらに多くの農家さんにご利用いただけるよう、日本各地

で拡販を進めていきます。 



 
 

 

この 1Q を振り返りますと、半導体不足、上海ロックダウンの影響など、度重なる生産変動や材料高、エネルギー

高騰によるコストアップがありましたが、これまでのコロナ禍での経験を踏まえて、労務費・経費等、コストコントロール

することができ、利益を確保しました。 

2Q以降は、半導体など部品供給不足の影響はまだ残るものの、8月を底として、9月以降は回復傾向で推移

すると想定しています。外部環境の不透明さは続きますが、これまで強化してきた収益体質と、生産変動に強い体

制を維持し、回復時の物量効果を最大化できるよう、体制を整えていきます。 

また、将来の成長に向けた活動として、既存事業ではバッテリー、BEV関連の製品開発・受注が順調に進んでい

ます。先ほど紹介したような非自動車分野の新製品も含め、今後も開発・拡販の取組みを進めていきます。 

 

以上 

 


